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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の溶媒；
　少なくとも１種の着色剤； 
　少なくとも１種の石油系油及び
　石油系油１ミリリットル当たり０．０１ｇの樹脂を超える溶解度を有するフェノール樹
脂
を含むインク組成物であって、該石油系油は、該溶媒への溶解度が１重量％～４０重量％
であり、しかも、該石油系油が該インク組成物には乳化されない、インク組成物。
【請求項２】
　前記着色剤が染料及び顔料よりなる群から選択される、請求項１に記載のインク組成物
。
【請求項３】
　前記石油系油がナフテン系プロセス油及びこれらの組合せから選択される、請求項１に
記載のインク組成物。
【請求項４】
　前記インク組成物がグリセリン及びプロピレングリコールを有しない、請求項１に記載
のインク組成物。
【請求項５】
　前記着色剤が染料であり、前記インク組成物が前記溶媒を２０重量％～９８重量％含み
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、前記染料を０．０１重量％～３０重量％含み、前記油を０．５重量％～１０重量％含む
、請求項１に記載のインク組成物。
【請求項６】
　少なくとも１種の溶媒、少なくとも１種の着色剤、少なくとも１種の石油系油及び石油
系油１ミリリットル当たり０．０１ｇの樹脂を超える溶解度を有するフェノール樹脂を含
むインク組成物を有する筆記用具であって、該石油系油は、該溶媒への溶解度が１重量％
～４０重量％であり、しかも、該石油系油が該インク組成物には乳化されない、筆記用具
。
【請求項７】
　前記筆記用具がボールペン、万年筆、フェルトペン及びマーカーよりなる群から選択さ
れる、請求項６に記載の筆記用具。
【請求項８】
　前記着色剤が染料及び顔料よりなる群から選択される、請求項６に記載の筆記用具。
【請求項９】
　前記石油系油がナフテン系プロセス油及びこれらの組合せから選択される、請求項６に
記載の筆記用具。
【請求項１０】
　前記インク組成物がグリセリン及びプロピレングリコールを有しない、請求項６に記載
の筆記用具。
【請求項１１】
　前記着色剤が染料であり、前記インク組成物が前記溶媒を２０重量％～９８重量％含み
、前記染料を０．０１重量％～３０重量％含み、前記オイルを０．５重量％～１０重量％
を含む、請求項６に記載の筆記用具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の背景
発明の分野
　本発明は、概して、パーマネントインク組成物及びこのようなインク組成物を含む筆記
用具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
関連技術の簡単な説明
　ボールペン、フェルトペン、万年筆及びマーカーなどの筆記用具の筆記性能は、「乾き
」と呼ばれる現象に悪影響を受け得る。乾きは、筆記用具中に含まれるインク組成物が露
出した筆記点から蒸発し、それによって固形残留物が残り得るために起こる。この残留物
は沈殿物を形成させる可能性があり、この沈殿物は、筆記点（例えばボールポイント）が
適切に機能するのを妨げ、それによってそのボールペンの筆記を不十分にし、さらには筆
記できなくする可能性がある。同様に、残留物は、毛管作用に依存する筆記用具における
繊維質のインク溜及び／又は繊維質のペン先の毛細管を詰まらせ、それによってこのよう
な筆記用具の筆記を不十分にし、さらには筆記できなくする可能性もある。
【０００３】
　この理由のため、消費者には、使用後は筆記用具に蓋をすることが勧められる場合が多
い。蓋をすることで、筆記点の周囲に実質的に密閉された環境が創り出されるため、乾き
が少なくなる。或いは、筆記用具は、その筆記点が収容後に実質的に密閉されるよう、格
納式で、つまり蓋の必要なしに作製することもできる。このような蓋のない格納式のペン
及びマーカーは周知であり、多くの場合、これはツイスト式又はノック式の機構を使用し
て筆記点を格納している。しかしながら、蓋を使用する場合や筆記用具の筆記点を格納す
る場合であっても、依然として乾きが生じる可能性がある。
【０００４】
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　既存のインク組成物は、乾きを緩和するために、一般に湿潤剤と呼ばれている蒸発の緩
慢な溶媒（例えば、約１１５℃を超える沸点を有する溶媒）を含む場合が多い。しかしな
がら、このような蒸発の緩慢な溶媒は、このようなインク組成物で書かれたマークの耐久
性に悪影響を及ぼす可能性がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
詳細な説明
　本発明の一実施形態は、インクの蒸発速度が減少した（少なくとも、他の同等の溶媒－
染料系インク組成物と比較して）パーマネントインク組成物を提供する。本発明の別の実
施形態は、このようなインク組成物を含む筆記用具を提供する。さらに別の実施形態は、
開示したインク組成物で筆記マーキングを作成する方法を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　開示したインク組成物は、様々な筆記用具に使用できる。例えば、このインク組成物は
、ボールペン（例えば、ボールポイントペン、ゲルペン及びローラーボールペン）及び万
年筆など（これらに限定されない）の様々なペンに使用できる。また、開示したインクは
、繊維質インク溜及び／又は繊維質ペン先の筆記用具を含む筆記用具、例えばフェルトペ
ン及びマーカー（例えば、「自由インク」マーカー及び繊維質の溜を備えるマーカー）か
らの供給にも適している。有利なことに、インク組成物は、多孔質基材及び非多孔質基材
の両方に耐久性の筆記マークを与え、また、多孔質基材及び非多孔質基材に良好な色強度
を与える。
【０００７】
　一態様では、インク組成物は、少なくとも１種の溶媒と、少なくとも１種の着色剤と、
少なくとも１種の油とを含む。このインク組成物は、随意に、樹脂及び１種以上の添加剤
をさらに含んでいてもよい。
【０００８】
　溶媒は、任意の好適な溶媒（又はその組合せ）であることができるが、ただし、当該溶
媒と当該インク組成物中に含まれる油との相互作用は、所望の性能を得ることに関連があ
る。特に、この油は、使用する溶媒に約５０重量％を超えて可溶であってはならない。当
該インク組成物は、通常、溶媒の約２０重量％～約９８重量％、約３０重量％～約９７重
量％、約４０重量％～約９５重量％及び／又は約５０重量％～約９４重量％を占める。
【０００９】
　インク組成物に使用するための代表的な溶媒としては、エチレングリコールモノメチル
エーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエー
テル、エチレングリコールモノフェニルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエー
テル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエー
テル、プロピレングリコールモノフェニルエーテル及び同様の溶媒（これらに限定されな
い）などのグリコールエーテル類、エタノール、プロパノール（例えば、ｎ－プロパノー
ル及びイソプロパノール）、ブタノール（例えば、ｎ－ブタノール、ｓ－ブタノール、イ
ソブタノール、ｔ－ブタノール）、ペンタノール、ヘキサノール、オクタノール及び同様
の溶媒（これらに限定されない）などのアルコール類、４－ヒドロキシ－４－メチル－２
－ペンタノン（ジアセトンアルコールとしても知られている）、メチルイソブチルケトン
、メチルイソプロピルケトン、２－ペンタノン及び同様の溶媒（これらに限定されない）
などのケトン類並びにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００１０】
　着色剤は、特に限定する必要はないが、少なくとも１種の染料、少なくとも１種の顔料
（「乾燥」若しくは分散液として）又は少なくとも１種の染料と少なくとも１種の顔料と
の組合せを含むことができる；しかしながら、当該インク組成物に使用するには、通常染
料が好ましい。溶媒染料、高分子染料及び／又はカプセル化染料（例えば、微小球カプセ
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ル化染料）が一般に使用される。顔料及び／又は染料は、乾燥粉末、顔料濃縮チップ、顆
粒及び／又は（予め分散された）分散液として製剤に添加できる。
【００１１】
　使用できる好適な顔料としては、二酸化チタン顔料、例えば、ＴＩＰＵＲＥ（商標）と
いう商品名（米国デラウエア州Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ）、ＫＲＯＮＯＳ
（商標）という商品名（米国テキサス州ヒューストンのＫｒｏｎｏｓ　Ｉｎｃ．）及びＴ
ＩＯＸＩＤＥ（商標）という商品名（米国イリノイ州Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｔｉｏｘｉｄｅ
）で販売されている二酸化チタン顔料が挙げられるが、これらに限定されない。好ましい
チタン顔料としては、ＴＩＰＵＲＥ（商標）Ｒ－９３１、ＫＲＯＮＯＳ（商標）２１３１
、ＫＲＯＮＯＳ（商標）２１０２、ＴＩＯＸＩＤＥ（商標）Ｒ－ＸＬ及びＴＩＯＸＩＤＥ
（商標）ＴＲ５０が挙げられるが、勿論、他のチタン顔料も使用できる。
【００１２】
　さらに、有機顔料も使用できる。好適な有機顔料としては、赤色顔料、緑色顔料、青色
顔料、黄色顔料、橙色顔料及びカーボンブラック顔料（米国ニュージャージー州のＢＡＳ
Ｆ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ；同ノースカロライナ州のＣｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ；同オハイオ州のＥｍｅｒａｌｄ　Ｈｉｌｔｏｎ　Ｄａｖｉｓ；スイス国のＣ
ｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ；米国ニュージャージー州のＤｅｇｕ
ｓｓａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ；同マサチューセッツ州のＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎ；及び同ジョージア州のＣｏｌｕｍｂｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｍｐａ
ｎｙ）が挙げられるが、これらに限定されない。勿論、任意の好適な有機顔料が使用でき
る。
【００１３】
　また、メタリック顔料などの他の顔料も使用できる。アルミニウム顔料及び青銅顔料が
代表的なメタリック顔料である（米国マサチューセッツ州のＳｃｈｌｅｎｋ－ＢＯＴＨ　
Ｍｅｔａｌｌｉｃ　Ｐｉｇｍｅｎｔｓ；同イリノイ州のＷｏｌｓｔｅｎｈｏｌｍｅ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｃ．；同ペンシルバニア州のＳｉｌｂｅｒｌｉｎｅ　Ｍａ
ｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏ．，Ｉｎｃ．；中国のＺｕｘｉｎｇ　Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓ
ｅ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．；及びドイツ国のＥｃｈａｒｔ　ＧｍｂＨ　＆　Ｃｏ．ＫＧ）。
【００１４】
　さらに、真珠光沢顔料及び他の特殊効果顔料も使用できる（米国ニュージャージー州の
ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ；スイス国のＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ；及び中国のＴａｉｚｈｕ）。
【００１５】
　また、無機着色顔料も使用できる。好ましい無機着色顔料としては、ＴＩＣＯ（商標）
という商品名（ドイツ国のＨｅｕｂａｃｈ社）で販売されている着色二酸化チタン顔料及
び着色混合金属酸化物無機顔料（ドイツ国のＨｅｕｂａｃｈ社及び米国ペンシルバニア州
のＣｅｒｄｅｃ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）が挙げられるが、これらに限定されない。。
また、着色アルミニウム顔料などの他の好適な無機着色顔料も使用できる（日本の昭和ア
ルミパウダー株式会社）。
【００１６】
　同様に、顔料を油に分散させてなる任意の分散液又は顔料を比較的非極性の溶媒に分散
させてなる任意の分散液を使用することができる。顔料分散液は、製造してもよいし購入
してもよい（市販の顔料分散液）。インク組成物は、存在する場合には、通常、顔料（固
形物）を約０．１重量％～約６０重量％、約０．１重量％～約５０重量％及び／又は約０
．５重量％～約４５重量％含む。
【００１７】
　代表的な市販の顔料分散液としては、ＴＩＮＴ－ＡＹＤ（商標）ＡＬという商品名（米
国ニュージャージー州のＥｌｅｍｅｎｔｉｓ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ社）で入手できるアル
キド顔料分散液、長油性アルキド分散液（例えば、米国オハイオ州のＥｍｅｒａｌｄ　Ｈ
ｉｌｔｏｎ－Ｄａｖｉｓ，ＬＬＣから入手できるＦｏｒｍｕｌａｔｏｒ　２４Ａ顔料分散
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液）、短油性又は中油性アルキド分散液（例えば、米国オハイオ州のＥｍｅｒａｌｄ　Ｈ
ｉｌｔｏｎ－Ｄａｖｉｓ，ＬＬＣから入手できるＩｎｄｕｓｔｒｉａｌ　４２Ａアルキド
分散液）、並びに、重合体及び／又は追加の分散剤を有する或いは有しない、任意の他の
好適な顔料油分散液又は顔料炭化水素溶媒分散液が挙げられるが、これらに限定されない
。
【００１８】
　或いは、好適な顔料分散液は、１種以上の顔料を比較的非極性の溶媒及び／又は油に分
散させることによって調製できる。顔料分散液は、随意に重合体及び／又は分散剤を含む
ことができる。これらの顔料（例えば、メタリック顔料及び真珠光沢顔料）の多くは、分
散液を形成させるための特別の処理を必要とせず、その代わりに当該顔料と溶媒及び任意
の所望の添加剤とを混合させることによって調製できる。
【００１９】
　好適な染料としては、陰イオン性染料及び陽イオン性染料が挙げられるが、これらに限
定されない。この染料は、塩基性染料、直接染料、溶媒染料、分散染料又は反応染料であ
ることができる。インク組成物は、通常、染料（活性物）が存在する場合には、それを約
０．０１重量％～約３０重量％、約０．１０重量％～約２５重量％、約０．２０重量％～
約２０重量％及び／又は約０．５０重量％～約２０重量％含む。
【００２０】
　好適な染料の例としては、ディレクトブラック（ｄｉｒｅｃｔ　ｂｌａｃｋ）染料（例
えば、ディレクトブラック染料４、１４、１７、２２、２７、３８、５１、１１２、１１
７、１５４、１６８など）；ディレクトブルー（ｄｉｒｅｃｔ　ｂｌｕｅ）染料（例えば
、ディレクトブルー染料１、６、８、１４、１５、２５、７１、７６、７８、８０、８６
、９０、１０６、１０８、１２３、１６３、１６５、１９９、２２６など）；ディレクト
レッド（ｄｉｒｅｃｔ　ｒｅｄ）染料（例えば、ディレクトレッド染料１、２、１６、２
３、２４、２８、３９、６２、７２、２２７、２３６など）；ディレクトイエロー（ｄｉ
ｒｅｃｔ　ｙｅｌｌｏｗ）染料（例えば、ディレクトイエロー染料４、１１、１２、２７
、２８、３３、３４、３９、５０、５８、８６、１００、１０６、１０７、１１８、１２
７、１３２、１４２、１５７など）；アントラキノン染料；モノアゾ染料；ジスアゾ染料
；例えば各種フタロシアニンスルホン酸塩などのフタロシアニン誘導体；アザアヌレン；
ホルマザン銅複合体；トリフェノジオキサジン；黒色反応染料、青色反応染料、赤色反応
染料（例えば、赤色反応染料４、５６、１８０など）、黄色反応染料（例えば、黄色反応
染料３７など）を含めて（これらに限定されない）様々な反応染料；溶媒黄色染料（例え
ば、溶媒黄色染料６２、８２、９０、１６２など）、溶媒橙色染料（例えば、溶媒橙色染
料５４、５６、５８、９９など）、溶媒赤色染料（例えば、溶媒赤色染料８９、１１９、
１２２、１３２、１６０など）、溶媒青色染料（例えば、溶媒青色染料４５、４８、７０
など）、溶媒黒色染料（例えば、溶媒黒色染料２７、２９など）を含めて（これらに限定
されない）様々な溶媒染料、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない
。ＮＥＯＰＥＮ（商標）という商品名で入手できる染料（米国ウィスコンシン州ＢＡＳＦ
コーポレーション）、ＶＡＬＩＦＡＳＴ（商標）という商品名で入手できる染料（米国ニ
ュージャージー州オリエント・コーポレーション・オブ・アメリカ）、ＭＯＲＦＡＳＴ（
商標）及びＮＡＶＩＰＯＮ（商標）という商品名で入手できる染料（米国サウスカロライ
ナ州サンベルト・コーポレーション）、及びＳＥＰＩＳＯＬ（商標）という商品名で入手
できる染料（仏国Ｂｉｍａ８３）も挙げられる。また、高分子染料も好適な着色剤である
。
【００２１】
　選択される油（類）は、通常、インク組成物の溶媒に対して上で言及した溶解度特性を
有するが、他については限定の必要はない。一般に、油が０重量％～約５０重量％、約１
重量％～約４０重量％、約２重量％～約３０重量％、約３重量％～約２５重量％、約５重
量％～約２０重量％、及び／又は約１０重量％～約２０重量％の溶媒への溶解度を有する
ときに好適である。さらに、油は、約４０重量％未満、約３０重量％未満、約２５重量％
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未満、約２０重量％未満、約１５重量％未満、約１０重量％未満、約５重量％未満、約５
重量％未満、約２．５重量％未満、及び／又は約１重量％未満の溶媒への溶解度を有する
ことができる。この油は、インク組成物に乳化されるべきではない。通常、所望の性能を
得るためには、溶解度（溶媒への油の）が低い方がより好ましい。
【００２２】
　好適な油としては、大豆油、綿実油、トウモロコシ油及び胡麻油などの半乾燥油、オリ
ーブ油、ピーナッツ油、鉱油及びひまし油などの非乾燥油、ナフテン系プロセス油及びパ
ラフィン系プロセス油などの石油系油類、シリコーン油並びにこれらの組合せが挙げられ
るが、これらに限定されない。一般に、所望の性能を得るためには、石油系油類及び／又
は非乾燥油が好ましい。当該油は、通常、インク組成物の約０．１重量％～約１５重量％
、約０．５重量％～約１０重量％、約１重量％～約８重量％、及び／又は約１重量％～約
５重量％を占める。代表的な油としては、ＴＥＬＵＲＡ（商標）という商品名で入手でき
る油（米国テキサス州のＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｌｕｂｒｉｃａｎｔｓ　ａｎｄ　Ｐｅｔ
ｒｏｌｅｕｍ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｃｏ．（エクソン・モービルコーポレーション
の一部門））、ＴＵＦＦＬＯ（商標）という商品名で入手できる油（米国テキサス州シッ
トゴー・ペトロリアム・コーポレーション）、及び各種鉱油（米国テキサス州ペンレコ社
）が挙げられる。
【００２３】
　当該インク組成物は、所定の樹脂をさらに含んでいてよい。好適な樹脂としては、ロジ
ン樹脂及び変性ロジン樹脂、アルキド樹脂、炭化水素樹脂、ケトン樹脂、フェノール系樹
脂、アクリル樹脂、テルペン樹脂、ポリアミド樹脂及びこれらの組合せが挙げられるが、
これらに限定されない。当該樹脂は、通常、インク組成物の約０．１重量％～約５０重量
％、約０．５重量％～約３５重量％、約１重量％～約２５重量％、及び／又は約２重量％
～約２０重量％を占める。
【００２４】
　好ましくは、当該樹脂は、インク組成物の油に可溶であり、しかも、このことは、良好
な耐久性を有するマーキングを得るのに有益であり得る。典型的には、当該樹脂は、約０
．０１ｇ／ｍＬ油を超える、約０．０５ｇ／ｍＬ油を超える、約０．１０ｇ／ｍＬ油を超
える、約０．１５ｇ／ｍＬ油を超える、約０．２０ｇ／ｍＬ油を超える、約０．２５ｇ／
ｍＬ油を超える、及び／又は約０．３０ｇ／ｍＬ油を超える溶解度を有する。
【００２５】
　代表的な樹脂としては、ＪＯＮＣＲＹＬ（商標）という商品名で入手できるアクリル樹
脂（米国ウィスコンシン州ＢＡＳＦコーポレーション）、Ｂａｋｅｌｉｔｅという商品名
（様々）で入手できるフェノール系樹脂、他の好適なフェノール系樹脂、例えば、ＣＫ－
２１０３、ＣＫ－２４００、ＣＫ－２４３２及びＣＫ－２５００（米国ジョージア州ジョ
ージア・パシフィック・レジン社（ジョージア・パシフィック・コーポレーションの一部
門））、ＳＹＬＶＡＣＯＴＥ（商標）及びＳＹＬＶＡＰＲＩＮＴ（商標）という商品名で
入手できるロジン樹脂及び変性ロジン樹脂（米国フロリダ州アリゾナ・ケミカル社）、Ｓ
ＹＬＶＡＰＲＩＮＴ（商標）という商品名で入手できる炭化水素樹脂（米国フロリダ州ア
リゾナ・ケミカル社）、ＵＮＩ－ＲＥＺ（商標）という商品名で入手できるポリアミド樹
脂（米国フロリダ州アリゾナ・ケミカル社）及びこれらの混合物が挙げられる。
【００２６】
　当該インク組成物は、随意に１種以上の添加剤をさらに含むことができる。当該添加剤
（１種以上）は、可塑剤、殺生物剤、表面張力改質剤、浸潤剤、共働（ｓｙｎｅｒｇｉｃ
）樹脂、分散剤、消泡剤、界面活性剤、湿潤剤、粘度調節剤（例えば、増粘剤）、流動添
加剤及び当該技術分野において周知の他の添加剤よりなる群から選択できる。これらの添
加剤は、インク組成物の全体的な望ましい性能にあらゆる場面で悪影響を及ぼさないよう
な量で当該インク組成物に添加できる。好ましい界面活性剤としては、ＳＩＬＷＥＴ（商
標）という商品名（米国コネチカット州ＧＥシリコーンズ社（ジェネラル・エレクトリッ
ク・カンパニーの一部門））で入手できるようなポリジメチルシロキサン界面活性剤が挙
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げられる。
【００２７】
　蒸発の緩慢な溶媒（例えば、約１１５℃を超える沸点を有する溶媒）又は湿潤剤、例え
ば、グリセリン及びプロピレングリコールを含めると、当該インク組成物で作成されたマ
ーキングの所望の耐久性に有害な影響を及ぼす可能性がある。従って、一態様では、当該
インク組成物は、このような湿潤剤を実質的に含まない。
【００２８】
　ここで使用するときに、用語「実質的に含まない」とは、開示したインク組成物が基準
成分又は原料を２重量％未満、１重量％未満及び／又は０．５０重量％未満含むことを意
味する。
【００２９】
　列挙した添加剤及び／又は着色剤のうち様々なものをインク組成物に含めることによっ
て、様々なインク組成物（ハイライト用の筆記インク及び他の特別の目的の筆記インクを
含む）を処方することができ、そして、それらの粘度は、例えば自由インクマーカーシス
テム及び他のマーカーシステム（例えば、繊維質溜を備えるもの）などの非常に低い値か
ら、ゲルペン及びボールペンなどの非常に高い値まで変更できる。当該インク組成物がマ
ーカーシステムからの供給を目的とする場合には、当該組成物は、通常、約１センチポイ
ズ～約４０センチポイズ（ｃｐｓ）及び／又は約２ｃｐｓ～約１５ｃｐｓの、１分当たり
２００回転での粘度値を有する。インク組成物がボールペン供給用の場合には、当該組成
物は、通常、少なくとも約７５０ｃｐｓ、典型的には少なくとも約１０００ｃｐｓの粘度
値を有する。
【００３０】
　本願発明に従うインク組成物及び同組成物を含む筆記用具は、次の実施例を考慮すれば
さらに理解できる。当該実施例は、単にインク組成物を例示することを目的とするもので
あり、決してその範囲を限定することを意図するものではない。
【実施例】
【００３１】
例１
マーカーインク組成物
　インク組成物を、フェノール系樹脂５．０ｇ、第１染料７．０ｇ及び第２染料５．０ｇ
を、４０．２０ｇのｎ－プロピルアルコール及び４０ｇのエチルアルコール（２００プル
ーフ）を含む溶媒溶液に溶解させることによって作製した。
　次いで、ナフテン系プロセス油２．５０ｇ及びポリジメチルシロキサン界面活性剤０．
３０ｇを添加した。
　このインクは、約２．８の粘度値（２００ＲＰＭで）を有していた。
　このインク組成物をマーカー（繊維質ペン先と流体連通した繊維質溜を備える）に装填
したところ、このマーカーはよく書けた。
【００３２】
例２
マーカーインク組成物
　インク組成物を、フェノール系樹脂３．８ｇ及び染料４．５ｇを４４．３ｇのｎ－プロ
ピルアルコール及び４４．５ｇのエチルアルコール（２００プルーフ）を含む溶媒溶液に
溶解させることによって作製した。
　次いで、ナフテン系プロセス油２．５０ｇ及びポリジメチルシロキサン界面活性剤０．
４０ｇを添加した。
　このインクは、約２．２の粘度値（２００ＲＰＭで）を有していた。
　このインク組成物をマーカー（繊維質ペン先と流体連通した繊維質溜を備える）に装填
したところ、このマーカーはよく書けた。
【００３３】
　先の本文は、本発明に従うインク組成物の多数の異なる実施形態の詳細な説明であるが
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、この詳細な説明は単なる例示であると解釈すべきであり、本発明に従う全ての実施形態
を記載するものではない。したがって、添付した請求の範囲に見られるような限定のみを
参酌すべきである。
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